自然界の放射線

NPO法人放射線教育フォーラム
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	このPPT教材の使い方
用語について：PPT画面、および解説はできるだけ平易な言葉で表しましたが、参考資料では専門用語に置き換えてあります。

放射線の量の単位について；シーベルト(Sv)のみを使い、ベクレル(Bq)、グレイ(Gy)は使いませんでした。放射線

の人体に対する影響は、同じ線量でも放射線の種類によって異なります。それを加味した線量単位がシーベルトです。シーベルト（表示はｍSvﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ、及びμSvマイクロシーベルト）で表した線量が同じなら自然放射線も人工放射
線も人体に対する影響は同じです。ただし、数値は同じでも放射線を全身に受けたときの方が、身体の一部に受けたと
きよりも影響は大きくなります。私たちが１年間に受ける自然放射線の量は平均2.4ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ、短時間に全身が受ける
放射線に感じとってください。
内容について：高等学校での教材としても使えるように、ある程度詳しくしてあります。中学校で利用する場合、不必要と思われる画面は削除するか早送りし、解説も簡略にして（必要な資料は追加して）教えるクラスの実情に応じた教材につくり直してして利用してください。不要画面の削除方法：不要画面を選択→メニューバーの「編集」をクリック する→「切り取り」をクリックする）。
画面の1部はWebから引用し、授業で直ぐ使えるように構成ました。出典の明らかなものは明記しましたが、類似
図表には原典が不明の場合もありますので、特に断りを入れてありません。


２
[image: image2.emf]　地球はおよそ4６億年前に誕生しました。
３
[image: image3.emf]　地球誕生のときから自然界に「放射性物質」はありました。
「放射性物質」からは「放射線」が出ます。放射線を出す物質を「放射能」ともいいます。

４
[image: image4.emf]　天と地の区別のない高温で混沌とした地球の温度が下がると、水蒸気は凝縮して水になり海ができました。
５
[image: image5.emf]　生物は水中で誕生しました。水中では放射線の影響を受けませんが・・・
６
[image: image6.emf]　陸上に上がった生物は放射線を浴びながら生き、進化を続けてきました。
７
[image: image7.emf]　自然界に存在する放射線を自然放射線といいます。
自然放射線にはいろいろな発生源があります。

８
[image: image8.emf]　空からは宇宙線が
９
[image: image9.emf]　1年間に0.39ミリシーベルト
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[image: image10.emf]大地からも放射線

　大地からも放射線を１年間に0.48ミリシーメルト
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[image: image11.emf]食品にも放射線

食品からも・・・

食品からも・・・

　食品からも・・・
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[image: image12]　放射線を1年間に0.29ミリシーベルト摂取していますから・・・
13
[image: image13.emf]動物の身体からも・・ ・

　動物の身体からも・・・
14
[image: image14.emf]ヒトの身体からも放射線が出ている

ヒトの身体からも放射線

　ヒトの身体からも放射線が出ています。 
（写真：楽しいタイツ屋カタログより）
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　また、私たちは呼吸によって空気中（ラドン）からの放射線を体内に1年間に1.26ミリシーベルト取り込むので、自然界から１年間に2.4ミリシーベルトの放射線を受けていることになります。
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[image: image16.emf]自然放射線の観察

次

放射線が空気中を飛んだときの飛跡を、

霧箱を使って見ることができる

　自然放射線の観察　放射線は見えませんが、空気中を飛んだときの飛跡を、霧箱を使って見ることができます。
霧箱は放射線が飛んだところにできる霧を目で見ることによって放射線の存在を実感するための装置です。
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[image: image17.emf]　放射線が飛んだ跡に霧が発生する原理は、航空機が飛んだあとに飛行機雲ができる原理と同じです。詳しい説明は「放射線学習指導資料　中学校・高等学校における放射線に関する学習指導の手引き」を参照してください。
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[image: image18.emf]放射線の線量は

測定器で測ることができる

次

　放射線の線量は測定器で測ることができます。

[image: image19.emf]はかるくん

　　簡易放射線測定器「はかるくん」は（団体）小・中・高等学校、及び（個人）小・中・高校生を対象に無料で借りることができます。

　　　　利用申込先：〒102-0091　東京都千代田区北の丸公園2-1

　　　　財団法人　日本科学技術振興財団　情報システム開発部「はかるくん」係

　　　　℡：03-3212-8504　FAX：03-3212-8596

　　　　貸出の詳細は　http://hakarukun.go.jp
　インターネットで　はかるくん　と入力して検索し、簡易放射線測定器「はかるくん」の無料貸出“はかるくんWeb”という見出しをクリックするとトップページが開きます。そこに「はかるくん」の種類、測定方法、借用方法、お問い合わせ、よくある質問と回答、最新情報（「はかるくん」対象受賞の小・中・高等学校と研究作品の詳細紹介）・・・など、初めて借りる人にもどのように使ったらよいかが具体的にわかるようになっています。

　繰り返し借りることができますから、初めての方は使いやすい「はかるくんDX-200」または「はかるくんDX－300」を借りて自然放射線斜線を測ったみてください。
　ご自分の授業計画に組み込む場合は「研究作品の詳細」を参考にされると良いでしょう。
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[image: image20.emf]　はかるくん」を使った自然放射線の測定①
21
[image: image21.emf]　はかるくん」を使った自然放射線の測定②
22
[image: image22.emf]　はかるくん」を使った自然放射線の測定③
23
[image: image23.emf]　岩石には放射性物質を含むものが多いので放射線が多く、水は放射線を吸収するので放射線が少ない傾向があります。
単位はμSv／ｈ（マイクロシーベルト／時間）
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[image: image24.emf]　「はかるくん」による新幹線内での放射線の線量を測定して見ると
25
[image: image25.emf]　トンネルに入ると多くなり、川を渡るときは少なくなります。コンクリートには岩石に由来する放射性物質が相対的に多く含まれ、水は放射線を吸収するためです。
26
[image: image26.emf]　大地から受ける自然放射線の線量は地域、高度によって異なります。この図は「はかるくん」の貸し出しを受けた方々が屋外で測った値（平成２～10年度）を平均して都道府県別に示したものです。その結果を見ると関西地域で自然放射線の線量の多い傾向のあることがわかります。
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[image: image27.emf]　世界全体の大地から受ける自然放射線の線量は図の通りで、赤く示したところは高自然放射線地域です。赤い面積は放射線の線量を相対的に示しています。
参考資料
	世界各地の大地から受ける年間自然放射線量

	
	
	

	地　域
	平均値
	(最高値)

	
	(mGy／年)
	

	ラムサール（イラン）
	10.2 ※1
	-260

	ガラパリ（ブラジル）
	5.5 ※2
	-35

	ケララ（インド）
	3.8 ※2
	-35

	陽　江（中国）
	3.51
	-5.4

	香　港
	0.67
	-1

	ノルウェー
	0.63
	-10.5

	フランス
	0.6
	-2.2

	中国
	0.54
	-3

	イタリア
	0.5
	-4.38

	世界平均
	0.5
	　

	インド
	0.48
	-9.6

	ドイツ
	0.48
	-3.8

	日本
	0.43
	-1.26

	アメリカ
	0.4
	-0.88

	オーストリア
	0.37
	-1.34

	アイルランド
	0.36
	-1.58

	デンマーク
	0.33
	-0.45

	1
	High Levels of Natural Radiation 1996, M. Sohrabi, p57-p68 Elsevier Science B.V （1997）

	※2
	1982年「国連科学委員会報告」


ブラジルのガラパリでは・・・
28[image: image28.emf]ガラパリ（ブラジル）高自然放射線地域

　ブラジルのガラパリでは自然放射線の占領が日本の約10～12倍もありますが 
29

　ガラパリはブラジルでも有数の海辺リゾート地で、観光客は放射能が多く含まれている砂がリウマチに効くと言って砂浜の砂にもぐり「放射線浴」を楽しんでいます｛写真提供：公益財団法人　体質研究会　手前に置いてある線量計は5μSv/h　黒い砂の ところは15μSv/h (131mSv/y ) 通常のところは0.1μSv/h 以下｝　（注：1000μSvﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ=1ｍSvﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ　ｈ＝１時間当たり　ｙ＝１年間当たり）。
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[image: image30.emf]　ラムサールはイラン北部に東西に伸びるエルプルズ山脈の北側のふもとにあるカスピ海に沿った町です。
31[image: image31.emf]ラムサール（イラン）高自然放射線地域

　ラムサールはイランの首都テヘランから約160km、美しい海岸線と緑豊かな丘陵地帯に恵まれたリゾート地で、ここで有名なラムサール条約（1971年、水鳥を食物連鎖の頂点にする湿地の生態系保存に関する国際条約）が採択されました。
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[image: image32.emf]ラムサール（イラン）高自然放射線地域

　　ラムサールにはラジウム濃度の高い温泉が点在する高自然放射線地域があり（中略）ラムサールのターレシュ・マハレー村には、壁などの建築材料にラジウム濃度の高い温泉の沈殿物が用いられるため、ある家の屋内の放射線量が日本の平均的な家屋の約70倍、寝室の1つでは200倍以上というものまでありますが、家族そろって健康で、ごく普通に暮らしています（2005年　放射線照射利用促進協議会発行「ぜひ知っておきたい世界の大地放射線」p24より引用）。 
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　宇宙線の強度は、高さと緯度によって異なります。
海面では1時間当り0.03ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時間（μSｖ/時間）ですが、高度4,000ｍではその7倍の0.2 μSｖ/時間、　高度12,000ｍでは更にその25倍の5 μSｖ/時間となるので、1回東京―ニューヨーク間を往復すると0.2 μSｖ/時間の宇宙線（放射線）を浴びることになります。
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それでも航空乗務員の健康に異常はない

　それでも毎日のように飛行している航空乗務員の健康に異常はありません。
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[image: image35.emf]宇宙では

しかし、宇宙飛行士は健康

1日に1～3ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

地上で１年間に受ける線量を 1日で受ける

次

　宇宙飛行士が受ける放射線の量は1日に1～3ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄですから地上で１年間に受ける線量を1日で受けることになります。これまでの宇宙探査で6ヶ月宇宙に滞在した宇宙飛行士が受けた線量の積算値は400ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄであったとのことですが、健康に異常は起こりませんでした。
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[image: image36.emf]次

　生命が地球上に誕生したのは前述のように約30億年前ですが、その頃の放射線は今より多量に存在しました。生命は少量の放射線に対して十分の防御機構ができていると考えられます。
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宇宙から　0.39　ミリシーベルト　大地から　0.48　ミリシーベルト　食物から　0.29　ミリシーベルト　　　

また、私たちは呼吸によって空気中（ラドン）からの放射線を体内に1年間に1.26ミリシーベルト取り込むので、自然界から１年間に2.4ミリシーベルトの放射線を受けていることになります。　
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